Essays on health : overtime work, long-term care, and health insurance by 曾 衛紅
Essays on health : overtime work, long-term
care, and health insurance
著者 曾 衛紅
内容記述 Thesis (Ph. D. in International Political















平成 18 年３月 24 日
学位規則第４条第１項該当
人文社会科学研究科
Essays on Health - Overtime Work, Long-Term Care, and Health Insurance -
（医療に関するエッセイ－超過労働・介護保険・医療保険－）
氏　名（国籍）
学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与年月日
学位授与の要件







































































　第二部の介護保険制度が 2000年 4月 1日に導入されて以来，任意生命保険の加入率と保険料が減少して
いることに着目して，この新しい介護保険が国民にどれほど経済的厚生の向上に寄与しているのかを理論付
け，さらにその大きさを数量化している点が高く評価される。一方，任意保険の加入率と保険料の減少は，
2000年の介護保険とは別に，景気低迷の影響ではないかという指摘にたいして，分析対象年度をさらに長
くして，標本数分析を増加させても，当初の結論に変わりがないことから，理論的枠組みと実証モデル，さ
らに実証結果の頑強性を示唆している。第三部の健康と医療保険の分析の貢献は，2期間異時点モデルを用
い，不確実性下における健康投資と生命保険の保険料との関係をモデル化している点が新しい試みといえる。
このモデルから，健康投資は個人の生命保険購入と代替関係にあること，さらに健康投資と貯蓄が補完的関
係であることが示され，実証研究からも理論モデルを裏付ける結果を得ていることなど，一貫した分析方法
に基づいた検証は高く評価できる。
　本研究は，不確実性に着目して一貫した分析枠組みの中で，医療経済学の分野でもっとも関心が高い諸問
題に果敢に分析を試み，医療保険研究に貢献する結果を導いている点は高く評価できる。一方，今後の方向
性として，本研究が扱った不確実性を，例えば平均維持・分散の拡大などの枠組みの中で，動的な視点から
分析を行うならばこの分野での貢献はさらに高まるであろう。
　よって，著者は博士（国際政治経済学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
